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要旨

　初級コースを修了した犬学院レベルの学習者は、運用カ不足を指嫡されることが多い。本稿では、既

存の初級修了者用口頭表現能力養成テキストを概観し、口頭表現能力としての運用力をどう養成しよう

としているかを分析した。その結果、既存のテキストは初級修了者共通の問題点にかなりよく対応して

いることがわかった。

　しかし、大学院レペルの初級修了者を対象としたクラスでは、既存の口頭表現能力簑成テキストが学

習者の二一ズや興味に合致せず使いにくい、という経験をすることが多い．研究者予備軍としての大学

院レペル学習者を対象にした教材開発は今後の躁題である．教材開発の際には、研究者としての日常生

活や研究者同士の交流に必要な口頭表現能力とは何か、という視点も必要であると恩われる。

キーワード　大学院生、初級終了レベル、口頭表現能カ養成、テキスト、研究者

1．はじめに

　大学院生向け初級日本語コース（いわゆる、研修コース〕を修了した学習者似下、初級修

了者と称す）にとって、学習した項目の運用力を伸ばすことは重要な課題である。初級コ

ースで文型積み上げ式に知識として獲得した日本語が十分に使えるレベルに未だ至ってい

ない、という学習者が多いからである。使用できる語彙が少ない、既習の言語的要素の組

み合わせ、パリエーションに対処できない、などといった初級項目の未消化からくる問題

点に加え、「口頭表現能力」については、次のような弱点が見られることが多い。

　　・現実の状況や場面、話題に合った、適切な表現を使って話すことができない。

　　・談話レペルの知識（対人関係と表現の関わり、会話のルール、ス亨一チの組み立て方など）

　　　や表現、運用力が不足している。

　こうした弱点故に、日本語学習に対して不満、焦り、あきらめといった感情を持つ学習

者もいる。

　こうした初級修了者の口頭表現の運用力養成を目的にした教材にはどのようなものがあ

るのだろうか。本稿では、初級修了者向け口頭表現能力養成を目的とした既存テキストを

概観し、その特徴をまとめる。さらに、既存テキストの問題点を指摘し、対応策の方向性

について、若干の私見を述ぺる。

2．分析対象としたテキスト

概観するテキストは、日本語教材リストNo．28（1998～1999年凡人社〕を参考に、次の

4条件を満たすものを選んだ。
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　　・初級修了レペルのもの

　　・口頭表現能力養成を主な目的としているもの

　　・大学生、大学院生を主な対象としているもの

　　・例えばrピジネスの会話」のように、特定の目的に限定しないもの

　本稿で分析対象としたテキストは、以下の14種である。発行年の古いものから配列し、

書誌惰報（書名、発行年、著者・編者、発行・発売の順）を記載す乱

表1分析対象としたテキストのシラバスと博習

＾中心となる B　　1　　　　　　と
シラパス 田）文型・幅二・表現 b）談諸レペルの o）談話レペルの

レペルの独習 基本練習 応用蚊習

ロールプレーで学ぷ 蝪面・償能 役能表現の紹介と撚習 蝪面を堪示ての会酷触 ロールプレー

会諸1 （一部有り〕 習（一部有り〕

現代日本蝿コース中 概能・掲面 侵能表馴こ関する対諸 会鑑に特徴的な談話要 回一ルプレー（一部あり）

級1（但し『会謡』 形式の触習 素に関する練習
部分のみ）

一」一とクラークの冒 囑面・欄能 穴埋め、噂解、QA形式 モデル会話の南現疎習、 会竈作り．ロールプレー

険 の敏習など 会竈パターンを利用し
た談竈練習

留学生の日本鏑会諸 場面・ω能 代入練習、OA形式の練 モデル会竈の繭現鮫習、 インフォメーションキャ

習，文完成蚊習、穴埋 会鰭内容を別の立場で ップによる伝達撒習．イ

めなど 伝達する滅習 ンタピュー、ディスカッ
ション、発表、スピーチ．

会話作り

自然な日本踊　中級 榊造 代入純習、文完成練習
用会鰭教材 など

絵で学ぷコミュニケ トピツク ［1一ルプレー、ディスカ

一シ…1ン ッション、インタピュー、
ディペート、報告

糞蹟カのつく日本語 トピツク 提示された質問項目を
学習・インタビュー 便ったインタピュー．フ
竈 オーマットを使ったイン

タヒュー結果の黎告

日本舘で諾そう4 トヒック十杣 文作り、対諸形式の代 モデル会諸の喧解、会 話国を提示しての自由発
遺 入煉習など 話パターンを利用した 鰭

談竈棟習

E1本盗会酷中吸1 トピック 代入煉習、文作りなど モデル会鰭の噴解．会 諸題や漂題を示しての自
話パターンを利用した 由な会竈、発表、報告な
談竈撤習 ど

これが日本だ！ トピツク ロールプレー、ディスカ
　、　　　　　　　、ツソヨノ

日本幅初中般・理解 椚遣 対鰭形式の代入触習

から聚竈へ

会箇のにほんご・ド 榊追 文型確昭のためのクイ
リル＆タスク ズ．インフォメーショ

ンギヤツプによる疎習

なめらか日本渦会盤 側能・場面 鰭し言薫（音変化．形 モデル会諸の墜僻、商
態的特徴、欄能的慣用 現赦習

表現）に関する理解殖
翻クイズ

日本踊作文とスピー トピック 口頭発表　モデル文を吊

チのレッスン～初級 用して．口頭発表の原箔

から中級へ～ を竈く
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1）ロールプレーで学ぷ　会話（1〕1987年　日本語教授法研究会　凡人杜

2）現代日本語コース中級11988－90年　名古屋大学日本語教育研究グループ　名古屋大学出版会

3）日本語会話中級教科書1　リーとクラークの冒険　1988年初版　一992年改訂版

　　　山上明、鶴日ヨ庸子　イーストピュー出版　凡人杜

4）留学生の日本語会話　1990年　国際学友会日本語学校国際学友会日本語学

5）自然な日本語・中級用会話教材　1991年　桜井晴美　凡人社

6）絵で学ぷコニュニケーション・く会社・生活勧20のトピック　1gg1年

　　　高岸雅子、松本久美子、川越菜穂子　凡人社

7）実践カのつく日本語学習インタピュー糧　1992年　谷口聡人、堀歌子、野村美知子　アルク

8）日本語で話そう4　1992年　高柳和子、広瀬万里子　英語教育協議会

9）日本語会話中級1．2　1993年　高柳和子、遠藤祐子、袴田陽子（1，2とも〕、武井直紀、

　　　渡辺尚子｛1のみ）　T1』日本語教材開発グループ

10）これが日本だ！　1993年　刈谷仁美、高橋優子

　　　日本語教育研究会資料シリーズ編集委員会鰯　凡人社

11）日本語初中級・理解から発話へ　1995年　名古屋YWCA教材作成グループ

　　　ス■」一工一ネットワーク

12）会話のにほんご　1996年　佐々木瑞枝、門倉正美　ジャパンタイムズ

13）なめらか日本語会話　1997年　富坂容子　アルク

14）日本語作文とスピーチのレッスン～初級から中級へ～　1998年　鵜沢梢　アルク

3　教材分析の観点

　教材の分析は次の三つの観点から行われることが多い。．■

　　　　　・どのようなシラパスによっているか。

　　　　　・どのような教授法を前提に作られているか。

　　　　　・どのような教室活動を想定しているか。

　このうち、第2の観点r教授法」は第3の観点r教室活動」に反映されているものと考

え．2、本稿で取り上げる教材については、次の2点から分析を行う。

　　　　1）どのようなシラパスによっているか。

　　　　2）どのような教室活動を想定しているか。

＊1田中（1988）pp．191－192

‡2テキストが前提とする教授法については、テキスト記載の「テキストの使用方法、授業の進め方」

といった項目から、ある程度伺い知ることができる．本稿の分析対象テキストには、いわゆるコミュニ

カティプアプローチの考え方による指導を餉提としているように思われるテキストがいくつかあった．

これは、コミュニカティプアプローチの考え方が、初級修了レペルテキストの作成意図（学んだ日本謂

が使える状況や場面を与え、できるだけ現実に近い形で運用の機会を提供しようとする作成意図）にな

じみやすいものであるため、と考えられる．しかし、分析対象テキストの中には、教綬法がはっきりし

ないものも多く、テキスト作成者の想定とテキストの練習内容や練習方法が必ずしも対応しているとは

恩えないものもあったため、第3の観点に焦点を当てて分析することにした。
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4．分析対象テキスト概観

　本節では先に述ぺた教材分析の観点に従って、分析対象としたテキストの全体的な特徴

を概観する。

4．1　シラパス

　テキストのシラパスは、中心となるシラパスと補助シラパスによって構成されるのが一

般的である。表のA欄は、分析対象テキストごとに中心となるシラパスを挙げたもので

ある。これを見ると、機能・場面シラパスをが5種、トピックシラパスが5種、構造シラ

パス（いわゆる文法シラパス）が3種、トピック十構造の混成シラバスが1種あることがわ

かる。

　トピックシラパスや機能・場面シラパスを中心的なシラパスとするテキストは、話題や

場面を与えた運用練習に重点を置くもので、状況や場面に応じた適切な表現、談話レペル

での運用といった初級修了者の弱点克服を目的とするテキストには適切なシラパスだとい

える。一方、構造シラパスを中心的なシラパスとして採用するテキストは、初級学習項目

の復習に重点を置いたテキストであると考えられ、初級修了者の中で初級の学習項目が十

分に消化できていない学習者には、構造シラパスによるテキストの使用が適切な場合もあ

ると思われる。

4．2　教室活動一練習一

　分析対象テキストのように口頭表現の運用力養成を目的とするテキストの場合、課の構

成要素（モデル会話、解説、練習、資料、視覚情報、テープなど）のうち、特に練習部分に教室

活動の特徴が顕著に表れると考えられる。そこで本節では、テキストの練習部分に焦点を

あてて、分析をまとめる。

　分析対象テキストの練習内容を見ると、概ね次の3種類に分けられる。練習内容をどの

ような形式で練習させようとしているかについても、併せて挙げておく。テキストごとの

練習内容と形式については、表のB欄をご参照いただきたい。

　　a）内容：文型・語彙・表現レベルの練習

　　　　形式＝代入練習、穴埋め練習、文完成練習、対話形式の練習、QA形式の練習、

　　　　　　　インフォメ‘ションギャップによる練習　など

　　b）内容：談話レペルの基本練習

　　　　形式＝モデル会話の聴解、再現練習、会話パターンを利用した談話練習　など

　　C）内容：談話レペルの応用練習

　　　　形式：インフォメーションギャップによる練習、ロールプレー、インタピュー・

　　　　　　　ディスカッション、報告、発表　など
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口頭表現能力簑成のためのテキスト分析

　a）は文型・語彙・表現レペルでの運用力養成を中心とした練習で、既習項目の運用練

習を中心に、必要に応じて新しい文型・語彙・表現の理解確認・運用練習なども行うもの

である。b）は談話レペルの基本練習で、談話のルールや内容の理解を確認する練習とそ

の再現を主な練習内容とするもの、C）は同じく談話レペルの練習で学習者による自由な

プロダクションを中心にした練習である。a）b）は、既習項目の復習的性格が強く、c）

はこのa）b）より上のレペルの発展練習と位置付けられる。c）の中には、言語的要素

を積み上げ、目的とする活動を完成させるポトムアップ型の練習と、課題が提示され、そ

れに関わる様々な情報（語彙・文型に関するものから社会・文化的なものまで）を処理す

ることによって課題を遂行するトップダウン型の練習が見られる。

　分析対象テキストの練習では、a）b）c）を組み合わせたものが6種で一番多く、次

いでc）のみのもの4種、a）のみのもの3種、a）b）のもの1種、となっている。

　a）b）c）を組み合わせた練習は、復習的な練習a）b）を行った上で、あるトピッ

クや場面・状況の下での発展練習C）を提供するもので、初級修了者の弱点を総合的に強

化しようとするものと言える。これに対し、a）b）c）いずれかを欠く場合には、学習

者の必要に応じて、テキストにない部分を補完して利用することが必要な場合もあるもの

と恩われる。

5．初級修了者向け口頭表現能カ養成テキストの問題点

　冒頭r1．はじめに」でも述べたように、初級修了者に共通の問題は、r口頭表現能力

として初級項目を運用する力が十分に養成されてはいない」という点にある。分析対象テ

キストを概観したところでは、これらのテキストは、初級修了者共通の問題点にかなりよ

く対応している、と総括することができる。

　しかし、これらのテキストが運用力養成のために取り上げている場面、機能、トピック

の内容や練習のあり方を見てみると、本稿で初級修了者と称してきた大学院学習者が必要

とするものに対応できるのかどうか、疑問に思われるところがある。テキストに示された

場面、機能、トピック及ぴそれに関連した練習は、教室活動としてよく考えられているも

のが多いが、いざ、それを行おうとすると、犬学院学習者の生活、二一ズ、興味などから

はかけ離れているということがよくある。そのため、学習者に練習の必要性を認識させた

り、興味や好奇心を喚起したりすることがむずかしい場合が少なくない。これは、既存の

市販テキストを使って大学院学習者を対象としたクラスを行っていくときの大きな問題点

である。

　本稿で初級修了者と称してきた大学院学習者は、研究者（の卵）として来日し、研究に

必要な日本語を身につけようとしている者がほとんどであろう。このような大学院学習者

にとって初級が修了した段階というのは、いわゆる一般日本語から専門日本語への移行期
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にあると考えられる。こうした学習の段階を考えたとき、初級修了レペルの口頭表現とし

て、どのようなことを学ぷのが適当なのだろうか。

　残念ながら本稿では、この問題について論じる用意がない。．3これは、今後の課題とし

たい。本稿では、大学院初級修了学習者に対する口頭表現能力養成の一つの方向性につい

て提言を行い、まとめにかえる。

6．大学院初級修了者の口頭表現能カ養成の一つの方向性～まとめにかえて

　各研究分野には、rサプ専門用語」というべき表現があ乱rサプ専門用語」とは・専

門用語とは違い、普段の生活でも普通に使われている言葉が、ある研究分野での表現とし

て使われると、その分野特有の意味を担うようになるものをいう。研究者としては、その

分野での意味を知り、適切に使うことが要求される表現である。こうした「サブ専門用語」

獲得の重要性は、これまでにも指摘されてきた。“

　このような「サプ専門用語」は、どのようにして獲得されるのだろうか。ある分野の専

門用語なら、専門の辞書等から明確な定義を知ることができる。しかし、「サプ専門用語」

については、その分野のいわば常識であり、辞書の項目としてはとりあげられることはま

ずない。「サプ専門用語」は、研究分野の先輩から伝授されたり、他の研究者の使用に接

して使い方を盗んだりして身につける．ものではなかろうか。つまり、研究者に必須の「サ

プ専門用語」は、その研究分野の人々との交流によって・獲得していくものであると考え

られる。

　また、『サプ専門用語」以外の研究分野の常識に属する様々な事柄についても、他の研

究者との交流の中から獲得していくものであろう。さらに、研究そのものの継続、発展の

ためにも、他の研究者との交流、いわゆる研究者ネットワークの果たす役割が大きい。つ

まり、研究者には必要不可欠のものとして、r研究分野の人々との交流関係を築いていく

ための日本語」を身につけることが要求されると考えられるのである。これは、「研究者

としての日常生活」に必要な日本語であり、研究成果を発表するための日本語（研究発表

や笥文執祭など）とはまた違った性格をもつものではないかと考えられる。

　こうした『研究者と交流していくための口頭表現能カ」、「研究者としての日常生活に

必要な話すカ」という視点で大学院学習者に必要な口頭表現能力を考えることは、これま

であまり体系的には行われてこなかったのではなかろうか。こうした方向で初級終了レペ

‡3因（一998）では、大学院学習者とその指導教官を対象にした日本蕗に関する調査報告がなされている。

このように、犬学院生のみならず、それを取り巻く環境についても調査を行い二一ズ分析をしていくこ

とが必要であると恩われる。

㍗4深沢（1994〕では、こうした「サプ専門用語」を『準専門用語」と称し、一見すると専門用語らしく

ないが専門教官が専門用語と認定しているものと定義し、その重要性を論じている。

一40一



口頭表現能力養成のためのテキスト分析

ルの口頭表現能力養成の教材を考えると、場面、機能、トピックとして採り上げるぺき事

柄も練習のあり方も、当然従来のものとは違ってくるはずである。また、こうした方向で

の教材であれば、大学院学習者の生活、二一ズ、興味などからかけ離れていて、学習者の

モーティペ’ションを喚起するのが困難である、という既存テキストの問題点も克服でき

るのではないだろうか。

【雀考文献】

田中　望（1988〕r日本語教育の方法～コースデザインの実際～』犬修館書店

因　京子・栗山昌子・上垣康与・吉川裕子（1998〕r大学院レベルの日本語予備教育に求められるもの

　一日本語の到達度は何を示すのか一」r日本語教育』99号

深沢のぞみ（1994〕「科学技術諭文作成を目指した作文指導一専門教員と日本語教師の視点の違いを中心

　に一」『日本語教育』84号

竈料　　　各テキストの特徴

　本稿での分析対象テキストの特徴、活用の際の留意点などを資料として付す。教材に関する情報とし

て役立てていただけるところがあるとすれぱ、幸いである。

1〕ロールプレーで学ぷ　会話（1）　一987年　日本認教授法研究会

　　機能シラパスによるロールプレー用の教材。ロールカード、ロールプレーに必要な語彙・表現、会

　　話例（16例のみ）が擬示されている。初級修了者にとっては、ロールカードや例文に使われてい

　　る語彙・表現を理解するための手当が必要である。また、学習者の日本語レベルや学習者の生活に

　　合った場面設定にロール内容を変えて、ロールプレーを行わせることも必要であろう。

2）現代日本語コース　中級1　1988・90年　名古屋大学日本語教育研究グループ

　　話し言葉の指導に重点を置いた総合教科書。r会話」部分で必要度の高い距能会話を主に扱っている。

　　性別による文末形式の特徴、儲約形、待遇の違いによる文体の使い分けなどの指導ができる。ただ

　　し、内容の場面遭用練習が少なく、使用の際には、超用場面の設定を考えて練習する必要がある。

3〕リーとクラークの冒険　1988年　山上明、滉田魔子

　　日常会話の表現に重点を置いた教科書．各課の会話は全体として一つの物語になっており、各課の

　　会話の中で使われた表現の解説、練習がある．すぺての練習にテープを使うのが特徴で、テープの

　　会話の聴解、爾現、テープとの会話、テープの会話モデルを利用した応用練習などがある．一部、

　　解説專項の確認クイズもある．初級の既習事項が会話の中で使えるようにする練習が豊富．学習者

　　の自習周にも遭している。

4）留学生の日本語会諸　1990年　国際学友会日本語学校

　　場面・概能シラパスによるテキスト。留学生活で遭遇する場面ごとに必要な語彙・表現を扱ってい

　　る．前半部分は留学生が来日からすぐ必要となる日常会話を場面シラパスで提示、後半部分は概能

　　会話や性別・場面による文体の違いなどを指導する会話を扱う。前半は、初級レペルの学習者にも

　　必要度が高い会話が提示されている．学習者の二一ズに合わせて適宜課を選択し、モジュール的に

　　使用できる．

5）自然な日本語・中級用会話教材　1991隼　桜井晴美

　　構造シラパスによるテキスト．4コマ漫画で日常会話で頻繁に使われる語彙・表現を提示している。

　　口頭による運用練習は示されていない。

6）絵で学ぷコミュニケーション・く会杜・生活煽）20のトピック　1991年　高岸雅子、松本久美子、

　　　川越菜穂子

　　トピックシラパスによるトップダウン型の活動のためのテキスト。．会杜、生活に関わるトピックを
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　　2～3枚組の絵で紙芝屠式に握示し、この絵を出発点に、学習者の既得知識｛言語的なものから杜

　会・文化的なものまで）を引き出しっっ、必要な語彙・表現、知識を加えていく。学習内容や課題、

　練習内容や形式などの設定がかなり自由に行え、学習者に応じた教材化が可能である。群しい指導

　マニュアルもあり、参考になる。学習の正否は教師の毅量によるところが大きく、教師の教材作成

　の負担も犬きい．いわゆる項目積み上げ式の学習を好む学習者は抵抗感を持つ可能性がある。また、

　話題の選択が難しい場合もある。

7〕実践カのつ＜1ヨ本語学習インタピュー優　1992年　谷口聡人、堀歌子、野村美知子

　　トピックシラパスによる副教材テキスト．インタピューに必要な語彙・表現や必要資料が提示され、

　インタビューの質問項目と回答の選択肢、集計のフォーマット、結果発表の枠組みも示されている。

　　どのトピックもインタピューや発表の形が決められており・いずれも同じ様な形式である・したが

　　って、学習者の興味にあったトピックを選ぴ、モジュール教材として使用するのが適当であると恩

　われる。

8〕E1本語で話そう4　1992年　英語教育協議会

　　トピックシラパスと構遭シラパスの渥成シラパスによるテキスト・話題に関する輿味喚起の質問・

　　モデル会話の提示、必要な語彙・表現の練習、モデル会話のパターンを踏襲した聴解など、きめ細

　　かく練習した上で、最終的には学習者による自由な発話が目榎になっている・目標に至るまでにモ

　　デル会話のパターンが何度も躁り返されるため、時間がかかり、学習者が飽きてくる厳いがある。

　　学習者の様子を見て練習を取捨選択するなど、アレンジしながら使うのがよいのではないか。

9）日本語会話中級1．2　1993年　Tu日本語教材開発グループ

　　トピックシラパスによるテキスト．話題に関する輿味喚起の質臥テープによるモデル会話の瞳解、

　　必要な語彙・表現のクイズなどがあり、最終的には学習者による自由な発話を目標としている。8〕

　　6日本語で話そう4』と同じタイプのテキストだが、8〕ほど同じパターンの燥り返しが多くなく、

　　謂彙・表現のクイズは学習者の予習を前提とするなど、最終的な目漂芭「諸題や課題を提示しての

　　自曲な発話」が教室活動の中心になるよう・工夫されている・

1O〕これが1ヨ本だ1　1993年　日本語教育研究会資料シリーズ編集委員会煽

　　トピックシラパスによるrお芝居」としてのロールプレーのテキスト・グラフ・記事・意見などの

　　資料によってロールカードが作られており、日本杜会の問題点に関わるトピックを扱；っている・ロ

　　ールカードの内容の理解・rお芝居」とシてのロールプレーの遂行など・学習者にはかなり高度な日

　　本語力が要求され、初級修了者には負担が犬きすぎる．トップダウン型の活動のテキストであるた

　　め、彊彙・表現面の手当を行う教材の新たな作成が必須である．指導例が一例ある．

11〕日本語初中級・理解から発話へ　1995年　名古屋YWCA教材作成グループ

　　溝造シラパスによるテキスト．1ヨ本語の基本的構造の把握と運用カの養成を目的としている．会話

　　例や問題の内容はよく吟味されているが、構造把握に重点を置いており・会話クラス向けの教材と

　　しては利用しにくい．

12〕会話のにほんご　1996年　佐々木瑞枝、門倉正美

　　憎造シラパスによるテキスト．練習は、初級学習項目の復習に重点を置いたインフォメーションキ

　　ャップによる練習が中心となっている．モデル会話やその応答パリエーションの提示はあるが、こ

　　れを練習させるための場面、状況の設定が少ない．

13）なめらか日本箭会話　一997隼　富坂容子

　　会諸、話し言葉の特徴に焦点を当てた副教材．話し言葉の音の変化、形鰻的に見た話し言薬のルー

　　ル（緒約、省■各、膿り返しなど）、櫨能的に見た話し言葉特有の表現（話の切り出し方・相づち・会

　　誘の進め方など〕を紹介し、その理解を確醒する問題（選択・文完成クイズ、聴解など）がある．

　　性別、年齢、杜会的役割による言葉遣いの違いについても考慮している・使用の際には・学習内容

　　の導入に適した場面の設定、詔彙・表現の手当、蓮用練習のための場面等を考える必要がある・難

　　しい語彙や表現が多く、語彙・表現に対する手当は不可欠である。初級修了者には使いにくい。
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14）日本認作文とスピーチのレッスン～初級から中級へ～　1998年　櫓沢梢

　　トピックシラパスによる、口頭発表に焦点を当てたテキスト。モジュール的に使用できる。学習者

　が与えられた課題を遂行するトップダウン型のテキストであるが、口頭発表のモデルの提示とその

　理解のための謂量、文型の手当があり、課題を遂行するための具体的な手順の指示が詳しく示され

　ているところがよい。Show　and　T611，Slorytclling等・英語のスピーチでよく行われる活動を取り入れ

　ている。口頭発表をスムーズに行わせるためには、準傭段階で教蜘が発表原稿やメモを十分チェッ

　クしておかなけれぱならない．

付記

　テキストの分析にあたり、田中久美子さん（一橋大学留学生センター〕にご協力とアドパイスをいた

だいた。
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